
原
始
仏
教
に
お
け

る
l
i
k
aに

つ
い
て

(
I
I)

(橋

本
)

原
始
仏
教
に
お
け
る

一〇
冨

に

つ
い
て

(
I
I)

橋

本

哲

夫

原
始
仏
教
内
に
は
種

々
の

ロ
ー

カ

(
l
o
k
a

)
が

見

ら

れ

る

が
、

今
回

は
、

a
y
a
m
 
l
o
k
o
,
 
p
a
r
o
 
l
o
k
o
,
 
B
r
a
h
a
m
a

(
S
n
.
 
1
1
1
7

)

と

口
ー

カ
を
四
種
並

べ
る

こ
と

の
意
味
を
考
究
す

る
。

そ

の
際
、
J
.
 
G
o
n
d
s
a

氏

の
論

(
1
)文

を
参
考

に
す
る
。

先
ず
、
a
y
a
m
 
l
o
k
a

で
あ

る
が
、

こ
れ
は

「
安
全
な
所
」
「
力

と
の
接

点
」

(
A
v
.
 
9
-
5
-
7
;
 
1
1

)

で

あ

り
、

「
地

上
世
界
」
(
A
v
.
 
8
-
1
-
4
:
 
b
h
u
k
l
a

)

で
あ
り
、
y
a
m
a
 
l
o
k
a
,
 
d
e
v
a
y
n

に
対
し
て
い
る

(
A
V
.
 
1
2
-
3
-
3

)
。

さ
ら
に
そ
れ
は
p
a
r
a
m
m
a
 
l
o
k
a

と
明
確

に
区

別
さ

れ

て

い

る

(
A
V
.
 
1
9
-

5
4
-
5
)
が
、
両
者

は
共

に
ブ

ラ
フ
マ
ン
を
手
段
と
し
て
カ
ー
ラ

(時
間
)

に
克

(
2
)

服
さ
れ
る

(
A
V
.
 
1
9
-
5
4

)

の
で
、

後
世

の
注
釈
家
達

の
言

を
ま

つ
ま

で

も

な
く
、
p
a
r
a
m
 
l
o
a
a

は
実
質
的
に
は
p
a
r
a
 
l
o
s
a

で
あ
る
。

冨

蜀

♂
訂

は

又

達
鋤
ぢ

(
b
h
u
l
o
k
a
)
、
第
三

の
世
界

(
t
r
t
i
y
a
;
 
p
r
a

l
o
l
aよ
り
す
ぐ

れ
た
世
界
)

と
対

比
し
て
言

わ

れ

る

(
A
V
.
 
6
-
1
1
7
-
3

)
。
第

三

の
世
界

は
同
所
で

の
神
道

・
祖
道

へ
の
言
及
か
ら
し

て
ブ

ラ
フ
マ

ロ
ー
カ

で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

と
す
れ
ば
、
i
d
a
m
,
 
p
a
r
a

の
両
者
は

ブ

ラ

フ

マ
ー

ロ
ー
カ
を
除
く
全

て
の
世
界

で
あ

る
。
両
者

は
又
i
d
a
m
,
 
a
s
a
で
も
示
さ
れ

る

(
A
V
.
 
1
2
-
5
-
3
8
 
e
t
c

)
。

こ
の
よ
う
な
世
界

の
二
分
割

は
S
b
,
 
1
3
-
2
-
4
1

で
明
瞭
と

な

る
。

ゴ

ン
ダ

氏

の
表
現
に
従

え

ば
、
a
y
a
m
 
l
o
k
o
 
m
a
n
a
u
a
 
l
o
l
a
 
(
p
a
r

l
o
l
a
 
d
e
a
l
f
 
s
a
u
a
 
a
l
k
a
(
y
o
n
d
e
r
 
w
o
r
l
d

)
と

な

る
。

も

っ
と

(
3
)

も

こ
れ
ら

の
等
号
は
完
全

で
は
な

い
が
、

つ
ま
り

は
ブ

ラ
フ
マ
H

ロ
ー

カ
を
除

い
た
全

て
の
口
ー

カ
が

こ
の
二
語

で
示

さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

そ
し

て
、

こ
の
事
態
は

ウ
パ

ニ
シ

ヤ
ッ
ド
に
お
い
て
顕
著

と

な

る
。
i
d
a

p
a
r
aの
両
者
は
ヴ
リ

ハ
ッ
ド
ーー
ア
ー
ラ

ヌ
ヤ
カ
ーー
ウ
パ

ニ
シ
ヤ
ッ
ド

の

四
所

に
殆
ん
ど
同
じ
形
で
現
れ
る
-
a
y
a
m
 
c
a
 
l
o
k
a
h
 
p
a
r
a
 
s
a
f
a

c
a
 
b
h
a
l(
3
-
7
-
1
;
 
2
;
 
4
-
1
-
2
;

)
。
こ
の
二
の
ロ
ー

カ

は
s
a
f

b
h
u
t
a(全

て
の
存
在
)

の
容

器
と
み
な
し
て
良

い
で
あ

ろ
う
。

さ

ら

に

そ

れ

ら
は
ア
ー
ト

マ
ン
の
吐
き
出

し
た
も

の
で
あ
る

(
4
-
5
-
1
1

)

の
で
、

こ
の
二
の

ロ
ー
カ
で
、
ブ

ラ
フ

マ
ーー

ロ
ー
カ
以
外
の
全
て
の

口
ー
カ
が
意
味
さ

れ
て
い
る

と
考

え
る
。

こ
の
よ
う
な
宇

宙

の
二
分
割

の
伝
統

が
仏
教
内

で
a
y
a
m
 
l
o
k
o

p
a
r
o
 
l
o
k
の
表
現

で
残

っ
て

い
る

と
考
え
る
。

と

こ
ろ
で
、
全

て
の

口
ー

カ

は
A
v
 
1
0
-
9
-
1
0
等

で
a
n
t
a
r
a
l
(
中

間
界
)
、
d
i
v
a
(
天
)
、
a
f
s
a

(
地
)
、
a
d
s
s
f
 
m
a
r
a
u
 
d
i
s

と
並

び
称
さ
れ
る
。

こ
の
全

て
の

ロ
ー

カ
が
具
体
的
に
何
を
指

し
て
い
る
か
は
異
同

(
4
)

が
あ
る
が
、
A
V
.
 
1
2
-
3
-
2
0
、
t
r
a
y
o
 
l
o
k

が
天

・
地

・
中
間
界

を
意
味

し
て

い
る

こ
と
か
ら
、

こ
の
三

つ
の

ロ
ー

カ
が
形
式
化
し
て
全

て
の

口
ー
カ
を

意
味
し
て

い
る
と
推
測
す
る
。

こ
の
様
式

は
D
B

に

も

見

ら

れ

る

(
2
-
3
-
2
3

e
t
c)
。
さ
ら
に
他

の
三
分
割

も
あ
る

(
p
i
t
r
a
 
d
a
l
f
a
 
m
a
f
m
 
l
o
k

T
B
.
 
2
-
1
-
8
-
1
;
 
B
A
U
.
 
3
-
1
-
8

)
。
そ
れ
ら
は
ゴ

ン
ダ
氏
に
よ
れ
ば
世
界

の
空

間
性

の
不
完
全
さ
を
示
し

て
い
る

こ
と
に
な
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の

よ
う
な
三
分
割
法
は
総
体
的

に
見

た
場
合
、

テ
キ
ス
ト
の
範
囲
内

で
は
仏
教

に

反
映
し

て
い
な

い
。
三
分
割

の
キ
ー
ー

ワ
ー
ド

た

る
中
間
界

(
p
a
l
i
 
a
n
t
a

k
k
h
a)

は
S
n
.
 
2
2
2
;
 
6
8
8
.
 
D
h
p
.
 
1
2
7

に
見

ら
れ
る
が
、
s
n
 
2
2
2で
は
地
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と
セ
ッ
ト
と
な

っ
て
お
り
、

他

は
日
常
的
な

「
空
中
に
」

と
い
う
意
味

で
あ

る

故

に
、
そ
れ
ら
は
三
分
割
を
背
景

と
し
た
用
法

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

テ
キ

ス

ト
内
で
の
三
分
割

は
天

(
d
i
v
y
a

)
、
人

(
m
a
n
d
s
)
、
梵
天

(
b
s
l
a
)

(
s
n
.
 
5
2
4
.
 
5
2
5

)

で
あ
る
。

全
て
の

ロ
ー
カ
の
分
割
法
は
、

右

の
二
分
割
、

三
分
割
以
外
に
、
多
分
割

と

で
も

い
う
べ
き
形
式
が
あ
る
。
A
V
.
 
9
-
6
-
5
9

で
は

口
ー
カ

は
地
、

中
間
界
、

神

々
の
四
で
あ

る
。
J
B
.
 
1
-
3
3
3

で
は
、

ブ

ラ
フ

マ
ン
の
ロ
ー
カ
を
の
含

む
7

口
ー
カ
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
K
B
.
2
0
-
1に
は
d
e
v
a
l
f
,
 
p
t
a
i
w
 
b
r
a
-

h
m
a
l
o
k
a
等

の
九

の
ロ
ー
カ
が
言
わ
れ
る
。

数
が

一
定
し
て

い
な

い
の

は

ロ

ー
カ
の
複
数
形
が
無
限
定
数
を
示
す
事
情
が
あ
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注

意
す

べ
き
は
、
「
ブ

ラ
フ
マ
ーー

ロ
ー

カ
に
い
る
神

々
は
ア
ー
ト

マ
ン
に
対

す

る

瞑
想

に
よ

っ
て
全

て
の
ロ
ー
カ
を
手
に
入

れ

た
。
」
(
c
h
u
.
 
8
-
1
2
-
5

)
、
「全

て

を
捨

て
た
サ
ン
ニ
ヤ
ー

シ
ン
に
よ

っ
て
獲
得
さ
れ
る
高
次

の
知
に
よ

っ
て
諸

ロ

ー
カ
と
そ
れ
ら
の
住

人
を
統

一
す

る
ブ

ラ
フ

マ
ン
に

至

る

こ
と

が

で

き

る
」

(
(
C
h
u
.
 
2
-
2
-
2

)
、
「
全

て
の

口
ー
カ
は
ブ

ラ
フ
マ
ン
に
征
服

さ
れ

る
」

(
A
V

1
9
-
5
4
-
6

)
と
言
わ
れ
る
点

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
表
現
は
、
ブ

ラ

フ

マ

ロ
ー

カ
が
神

々
の
ロ
ー
カ
の

一
つ
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
を
越
え
る
も
の
で
あ
る

こ
と

を
示
し

て
い
る
。

つ
ま
り
、

全

て
の

ロ
ー
カ
は
、
ブ

ラ
フ
マ
H

ロ
ー
ガ
と
そ
れ

以
外

の
神

々
の

ロ
ー
カ
と
に
二
分

さ
れ
る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
s
n
.
 
1
1
1
7

の

b
r
a
h
m
a
 
l
o
l
o
 
s
a
s
l
f

は

こ
の
事
情

を
受
け
た
表
現
で
あ

り
、

こ
の
二

語
で
全

て
の

ロ
ー

カ
が
表
示

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

こ
こ
で
、
a
y
a
m
 
l
o
k
o
 
p
a
r
o
 
と
 
b
r
h
a
l
f
 
s
f
s
l
aの

関
係
を
述

べ
る
。

テ
キ

ス
ト
内

で
は
、
l
a
f
f
h

も
多

く

見

ら

れ

る
が
、

テ
キ
ス
ト
内

で
の
三
分
割

は
、
天

・
人

・
梵

天
で
あ
り
、
i
d
a
m
,
 
p
a
r
a

は
ブ

ラ

フ
マ
ーー

ロ
ー
カ
以
外

の
ロ
ー

カ
の
二
分

で
あ

っ
た
の

で
、
i
d
a
m
 
m
a
年

n
u
s
s
 
p
a
r
a
 
d
e
v
a

と
な

る
。

こ
の
時
点

で
は
S
B
.
 
B
-
2
-
4
1

と
同
じ

で
あ

る
が
、

こ
こ
に
ブ

ラ
フ

マ
ー

ロ
ー
カ
が
参

入
し
、
前

二
者

が
l
f
s
l
y
(
w
l
j
k
)

と

一
括

し
て
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

そ
し

て
そ

の
結
果
、
i
d
a
m
 
s
a
l
f
 
l
o
k
a
 
p
a
r
a
 
b
r
a
h
a
l

と
す

る
見

方

も

生

じ
た
の
で
は
な
い
か
。
事
実
、
A
N
.
 
I
V
.
 
p
.
 
2
7
0
 
の
 
p
a
r
a
 
l
o
k
a
 

は

中
村
氏

(
5
)

に
よ
れ
ば
、
究
極

の
境
地

で
あ

り
、
S
N
.
 
I
,
 
P
.
 
2
3
5

で

は
a
s
m
i
n
 
l
o
k
e

s
a
d
e
v
s
k
e

と

い
う
表

現
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

神

々

の
世
界

の

地
位
低
下

が
見

ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
s
n
 
1
1
1
7
で
は
、
ブ

ラ

フ
マ
ー

Ｐ
ー

カ

の

人

々

で

す

ら
、

仏

の
見
解
を
知

ら
な
い
と
し
、
ブ

ラ
フ
マ
ーー

ロ
ー
カ
の
地
位

も
低
下
し

て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
仏
教
徒

に
と

っ
て
は
、
個

々
の

口
ー
カ
が
何

で
あ
る

(
6
)

よ

り

も
、

全

て

の

ロ
ー

カ

を

同
質

と
す

る

考

え

が

重
要

で

あ

っ
た

と
考

え

る
。

S
n
.
 
1
3
5のs
a
b
r
a
h
m
a
 
l
o
k
aと

い

う
表

現

が

そ

れ

を

示

し

て

い

る
。

そ

し

て

こ

の
考

え

は
、
s
a
l
f
a

を

経

て

一
語

の
l
o
l
a

続

い
て
行

く
。

テ

キ

ス

ト
は

ス

ッ
タ

ーー

ニ
パ

ー

タ
、

テ

ー

ラ

ー
。

テ

ー

リ
ー

ー

ガ

ー

タ
、

ダ

ン
マ
ーー

パ

ダ

2
i
d
a
m
 
l
o
k
a
は
全

て
の
業
が
な
さ

れ
る

所
、
p
a
r
a
 
l
o
sは

業

の

結
果

が
取
得
さ
れ
る
所
。

3

前
出
書
八
十
四

ペ
ー
ジ
。

4
・
同
書
五
十
四
ぺ
ー
ジ
注
(1)
、

(3)
。

5

中
村
元

「
原
始
仏
教

の
思
想
」

上
巻
、

三
百
二
十
七

ペ
ー
ジ
。

6

ス
ッ
タ
H

ニ
パ
ー

タ

一
-
十
七

の

「
こ
の
世
」

「
あ

の
世
」

の
意
味
が
、

注
釈

で
は
確
定
し

て
い
な

い
こ
と
も

そ
の
結
果

で
あ
ろ
う
。

(種

智
院
大
学
講

師
)

原
始
仏
教
に
お
け
る

一〇
犀
餌

に
つ
い
て

(
I
I)
(
橋

本
)
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